
9時から12時9時から12時

■共催：松山市・松山市地域防災協議会・松山市消防団・松山市自主防災ネットワーク会議・松山市女性防火クラブ連合会・
　　　　松山市防火連絡協議会・ＮＰＯ法人 日本防災士機構・愛媛大学防災情報研究センター

平成28年1月17日●平成28年1月17日●日
大ホール松山市民会館松山市民会館会 場

松山市長　野志　克仁

“一人でも多くの人を笑顔に 幸せ実感都市 松山”

わたしたちがつくる！
～未来のまつやま～

　松山市では、「環境・安全安心で幸せ実感」を基本政策の一つに掲げ、「災害に強いまちづくり」に積極的に
取り組んでいます。
　地域防災力の充実のため、自主防災組織にリーダーとなる防災士の養成を進めるとともに、災害時に児童・
生徒の安全を守るため、市内の小中学校、幼稚園、保育所、児童クラブや福祉避難所にも防災士を養成してい
ます。
　私自身も、防災の知識や経験、意識を高め、本市の防災にいかしたいという思いで防災士の資格を取得しま
した。平成27年11月末現在、本市全体の防災士数は2,837名で自治体では日本一を誇っています。
　これからも、住民と行政がそれぞれの役割を担い、各地域の防災活動を積極的に進めることで市民の防災意
識を高め、更なる地域防災力の向上に取り組んでまいりますので御協力をお願いします。
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第1部 開会式・表彰式9:00

このパンフレットは、愛媛大学の協力により作成しています。

■ プログラム ［敬称略］

今西 桃子 （愛媛大学防災リーダークラブ 愛媛大学大学院 １回生）

村上 正尚 （松山市消防団大学生防災サポーター 松山大学 ４回生）

原　 貫太 （愛媛県立松山工業高等学校 ２年生）

浜矢 結衣 （松山市立高浜中学校 ２年生）

山地 裕司 （松山市立高浜中学校校長）

広島市8.20豪雨災害での経験をふまえて ～我々の命は、我々で守る～
　山根 健治（広島市安佐南区梅林学区自主防災会連合会 副会長）

地域防災力の充実強化
　木村 宗敬（総務省消防庁国民保護・防災部地域防災室長）

松山市自主防災組織の活動事例 ～地区防災計画作成の取組～
　吉金　 茂（五明地区自主防災組織連合会）
　蔭原 政徳（高浜地区自主防災連合会）

山根 健治 広島市安佐南区梅林学区自主防災会連合会 副会長

閉会

第2部

第3部

12:00

9:20

11:15 パネルディスカッション

「わたしたちがつくる！ ～未来のまつやま～」
コーディネーター
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パ　ネ　リ　ス　ト

矢田部 龍一 （愛媛大学防災情報研究センター長）

五明地区自主防災組織
連合会

高浜地区自主防災
連合会

■ 出演者紹介
広島市8.20豪雨災害での経験をふまえて ～我々の命は、我々で守る～

木村 宗敬 総務省消防庁国民保護・防災部地域防災室長

地域防災力の充実強化

吉金 茂
（よしかね しげる）

松山市自主防災組織の活動事例
～地区防災計画作成の取組～

蔭原 政徳
（かげはら まさのり）

矢田部 龍一
（やたべ りゅういち）

愛媛大学
防災情報研究
センター長

今西 桃子
（いまにし ももこ）

愛媛大学
防災リーダークラブ

村上 正尚
（むらかみ まさたか）

松山市消防団
大学生防災サポーター

原 貫太
（はら かんた）

愛媛県立
松山工業高等学校

（やまね けんじ） （きむら むねたか）

パネルディスカッション

浜矢 結衣
（はまや ゆい）

松山市立
高浜中学校

山地 裕司
（やまじ ゆうじ）

松山市立
高浜中学校校長

広島市安佐南区梅林学区自主防災会連合会副会長。豪雨災害発生時に
は、八木ヶ丘町内会の一員として、会長をサポートしながらボランティア
等と連携し復旧活動に取り組む。その後災害での教訓をふまえ、町内会
で連絡網の整備や独自に警報付雨量計の設置を行った。また梅林学区
自主防災会連合会においても、各種団体の支援のもと、復興に向けた意
見を集約しつつ、連絡網の整備、防災マップの作成、避難訓練の実施など
に取り組む。

総務省消防庁消防・救急課課長補佐、秋田県総務部長、
総務省自治大学校研究部長歴任後、2015年（平成27年）7月
から現職を務める。

9時から12時平成28年1月17日●日
大ホール松山市民会館会 場防災シンポジウム

コーディネーター パ　ネ　リ　ス　ト


